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弱
砲
堰
肌
ご
え
高
ら
か
に

に
ぎ
わ
っ
た
市
制
五
周
年
祭

夏
空
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た

花
火
／
そ

れ
は
市
制
五

周
年
祝
賀
祭

の
プ
レ
ジ
ュ

I
ド
で
し
た
。
旗
の
波
、
長
蛇
の
灯
、
カ
ー
ユ

バ
ル
、
音
楽
会
、
高
ら
か
に
ひ
び
く
歌
声
I
と

華
や
か
に
祭
典
は
く
り
0
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
市
制
い
ら
ト
五
年
、
新
市
建
設
を
合
こ
と

ぱ
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
つ
づ
け
て
き
た
、
わ
れ

わ
れ
市
民
こ
ぞ
つ
て
の
喜
び
で
し
た
。
新
市
建
設

そ
う
で
す
、
こ
の
合
こ
と
ば
を
忘
れ
ず
、
ま
す
ま

す
大
野
市
発
展
の
た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
て
行
こ

ら
と
、
ま
r
た
く
し
た
ち
市
民
は
祭
典
の
ど
よ
め
き

の
中
で
お
互
に
思
い
を
新
た
に
す
る
の
で
し
た
。

（
六
間
通
り
を
行
列
す
る
児
童
）

祝
賀
式
で
功
労
者
を
表
彰

市
制
五
周
年
を
祝
福
す
る
祝
賀

式
は
、
七
月
一
日
午
前
十
時
か
ら

有
終
中
学
校
講
堂
で
、
福
井
県
知

事
代
理
藤
田
総
務
部
長
を
初
め
、

約
五
。
白
名
の
来
賓
を
招
い
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
式
場
に

お
い
て
、
市
建
設
の
た
め
に
貢
献

の
あ
つ
た
四
十
七
名
と
四
団
体
を

表
4
L
て
、
そ

の
功
績
を
た
た

え
多
年
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
（

順
不
同
、
敬
称

略
）

△
地
方
自
治
関

　

係
森
嶋
開

　

造
、
川
崎
港

　

近
藤
又
右
衛

　

門
、
山
本
武

　

四
方
憲
二
、

　

筒
井
金
作
、

　

土
屋
栄
、
安

　

川
清
、
松
村

　

利
一
、
寺
島

四
郎
、
芝
田
重
助
、
飛
川
直
治

松
浦
助
右
衛
門
、
伊
藤
貫
一
、

石
倉
巌
、
岡
二
男
治
、
殴
安
三

井
、
安
倍
安
、
林
函
也
ご

敬
蔵
、
松
田
利
吉
、
坂
本
守
、

田
中
栄
、
鈴
木
与
平
、
羽
生
敏

夫
、
肢
安
亨
、
坂
本
す
ま
、
山

田
渉

△
納
税
、
西
市
、
東
中

　

上
丁
各
納
税
貯
蓄
組

　

合
、
原
知
栄

△
産
業
土
屋
静
、
千

　

束
末
吉
、
松
田
松
栄

　

篠
島
義
明
、
山
口
治

　

郎
右
衛
門

△
社
会
事
業
萩
原
貞

　

六
吊
師
子
供
会
、
泉

　

き
ふ
、
松
山
り
を

△
教
育
山
川
晋
、
石

　

本
ｙ
直
、
松
浦
弥
右

　

衛
門
、
鳥
山
菊
四
、

　

萱
岡
文
太
郎
、
大
宮

　

千
枝
子
、
岡
田
伊
勢

　

男
、
田
中
新
一
、
石

　

田
文
子

△
消
防
高
場
久
吉

（
表
彰
を
受
け
る
森
嶋
開
造
氏
）

議
員
さ
ん
も
駅
伝
競
走

　

三
日
午
後
、
市
祭
の
最
後
を
飾

る
駅
伝
競
走
で
市
役
所
前
を
ス
タ

ー
ト
す
る
市
議
選
手
。

学
童
た
ち
の
旗
の
波

　

市
内
の
各
小
中
学
校
児
童
生

徒
の
旗
行
列
は
、
一
日
午
前
九

時
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

夜
を
彩
る
火
の
祭
典

　

ア
ン
ド
ン
ユ
ン
ク
ー
八
は
一

位
一
番
上
二
、
二
位
ゑ
び

す
、
三
位
顎
日
区
、
四
位
三

番
上
、
五
位
横
上
、
同
一
番

下
の
順
。

一
着
下
庄
、
乾
側
チ
ー
ム

二
時
間
一
分
ヱ
ハ
秒
、
二
着

上
庄
小
山
チ
ー
ム
二
時
間
二

分
一
二
秒
、
三
着
富
田
、
阪

谷
、
五
箇
チ
ー
ム

（町を行くアンドンコンクール）

風
見
鶏

　

「
マ
ッ
チ

売
り
の
少

女
」
の
童

話
作
家
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
ノ
ー
ベ
ル
等
を
生
ん
だ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
世
界
に
誇
る

文
化
国
家
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
国
の
民
族
博
物
館
、
ス
カ
ン

セ
ン
野
外
博
物
館
等
、
世
界
に
名

高
い
い
わ
ゆ
る
北
欧
博
物
館
が
あ

る
。
▼
こ
t
リ
ウ
ス
と
い
う
人
が

だ
ん
だ
ん
滅
び
ゆ
く
古
い
風
俗
や

品
物
を
痛
く
悲
し
ん
で
、
僅
か
な

が
ら
集
め
出
し
だ
の
が
こ
の
始
玄

り
だ
つ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
一
大

国
民
運
動
に
ま
で
高
め
た
民
族
の

文
化
の
深
さ
高
さ
が
、
今
日
の
生

活
の
ゆ
う
福
さ
に
還
元
さ
れ
た
の

だ
。
▼
大
き
な
望
み
に
湧
く
大
野

市
よ
…
…
・
緑
濃
き
樹
蔭
に
腰
を
下

し
て
静
か
に
憩
う
ベ
ン
チ
が
ほ
し

い
。
中
年
の
夫
婦
も
老
人
も
子
供

に
も
共
通
す
る
木
カ
ゲ
の
広
場
。

学
童
、
学
生
の
集
室
る
広
い
そ
し

て
静
か
な
市
立
図
書
館
が
ほ
し
い

余
暇
を
読
書
に
善
用
し
て
、
可
憐

な
彼
ら
の
頭
脳
に
画
く
若
い
夢
は

必
ず
や
将
来
の
市
を
、
そ
し
て
日

本
を
約
束
し
て
く
れ
る
だ
ろ
ろ
。

▼
か
つ
て
は
蘭
学
の
士
を
、
学
問

の
士
を
集
め
た
明
倫
館
を
も
っ
た

わ
が
郷
土
大
野
市
。
又
長
駆
北
海

の
地
に
大
野
丸
を
派
し
た
わ
が
郷

土
大
野
市
。
▼
あ
あ
新
装
な
り
つ

つ
あ
る
当
市
の
外
客
に
加
え
て
、

文
化
の
セ
ン
タ
ー
の
象
徴
と
い
う

べ
き
何
か
を
ほ
し
い
と
願
ら
の
は

い
さ
さ
か
缶
］
理
な
話
だ
ろ
う
か
。



8
月
3
日
は
市
長
選
挙

午
後
八
時
半
か
ら
即
日
開
票

　

任
期
満
了
に
よ
る
市
長
の
選
挙
日

を
決
め
る
た
め
市
選
挙
管
理
委
員
会

は
七
月
十
一
日
開
か
れ
投
票
日
、
八

月
三
日
、
投
票
時
間
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
、
た
だ
し
若
生
子

宝
慶
寺
、
南
六
呂
師
、
小
池
、
嵐
、

榎
の
六
ヵ
所
は
投
票
時
間
を
午
後
四

時
ま
で
と
決
め
ら
れ
ま
L
た
。

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
一
人
も
残
ら

ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
公
明

選
挙
で
、
明
る
い
住
み
良
い
郷
土
作

り
の
第
一
歩
を
あ
や
玄
ら
な
い
よ
う

に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　

さ
き
の
選
挙
で
名
簿
も
れ
の
方
は

　

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を

衆
議
院
議
員
選
挙
の
と
き
、
名
簿
に

も
れ
て
い
て
投
票
が
で
き
な
か
っ
た

人
、
ま
た
は
新
1
く
選
挙
権
を
得
た

人
は
次
の
方
法
で
忘
れ
ず
に
補
充
名

簿
の
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
く
各
区
長
さ
ん
へ
申
請
用
紙
を

お
届
け
し
ま
す
か
ら
、
も
れ
て
い
た

方
は
区
長
さ
ん
で
申
請
用
紙
を
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
総
務
課
と

各
出
張
所
に
も
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
期
間
七
月
二
十
一
日
～

　

七
月
二
十
五
日
ま
で

補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

1
日
本
国
民
で
昭
和
十
三
年
七
月
二

　

十
一
日
以
前
に
生
れ
た
者
（
昭
和

　

三
十
三
年
七
月
二
十
日
で
年
齢
満

　

二
十
歳
に
な
る
者
）

2
昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
日
現
在

　

で
三
ヵ
月
以
上
大
野
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
者
（
今
年
の
四
月
二
十

　

日
以
前
か
ら
市
内
に
引
続
い
て
居

　

住
す
る
者
）

ろ
現
に
効
力
の
あ
る
選
挙
人
名
簿
に

　

奄
れ
て
い
る
者

　

不
在
者
投
票
を
ご
存
知
で
す
か
？

選
挙
の
当
日
、
次
の
理
由
で
投
票
所

に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
人
は
、
告
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
市
役
所
や
指
定
病
院
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

1
選
挙
人
が
投
票
当
日
大
野
市
外
に

　

お
い
て
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

　

中
で
あ
る
も
の
。

2
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

　

の
た
め
、
大
野
市
外
へ
旅
行
ま
た

　

は
滞
在
中
の
も
の
。

ろ
病
気
、
負
傷
、
娘
娠
、
不
具
の
だ

　

め
、
歩
く
こ
と
が
著
し
く
困
難
で

　

あ
る
も
の
（
医
師
玄
た
は
助
産
婦

　

の
証
明
1
が
必
要
で
す
）

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票

を
さ
れ
る
方
（
指
定
病
院
に
入
院
中

の
方
は
そ
の
病
院
長
に
）
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
本
人
直
接
申
出
て
不

在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
こ
の
不
在
者
投
票
は
選
挙
管

理
委
員
会
の
定
め
た
投
票
記
載
所
、

ま
た
は
指
定
病
院
長
の
定
め
る
投
票

記
載
所
以
外
で
は
出
来
ま
せ
ん
か
ら

念
の
た
め
申
添
え
ま
す
。

県
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

　

第
六
回
、
福
井
県
社
会
福
祉
大
会

は
七
月
二
日
？
三
日
の
両
日
、
有
終

中
学
校
講
令
幸
。
開
か
れ
ま
し
た
。
初

回
は
五
〇
〇
名
の
1
会
で
専
門
部
に

別
れ
、
大
会
提
出
渓
題
の
討
議
、
二

　

日
目
は
約
一
、
五
〇
〇
名
の

　

参
加
者
が
暑
さ
も
忘
れ
て
真

　

剣
に
大
会
附
議
事
項
の
討
議

　

を
行
い
ま
し
た
。
な
お
こ
の

　

会
場
で
、
社
会
福
祉
事
業
に

　

功
績
の
あ
つ
た
方
々
が
表
彰

　

さ
れ
、
当
市
の
関
係
者
は
次

　

の
と
お
り

　

（
知
事
表
彰
）
社
会
福
祉
事

　

業
協
助
者
、
山
内
三
右
衛

　

門

　

（
大
会
長
表
彰
）
社
会
福
祉

　

事
業
功
労
者
、
稲
4
忠
右

　

衛
門
、
同
石
黒
又
栄

　

（
感
謝
状
）
山
田
妙
心

　

（
中
央
八
八
同
募
金
会
長
感
謝

状
）
松
m
敬
蔵
、
大
野
市
区

長
会
、
大
野
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女

学
院

（
大
会
長
表
彰
を
受
け
る
稲
津
氏
）

金
森
長
近
公
の
三
五
〇
年
祭

　

長
近
公
三
五
〇
年
祭
は
、
京
都
の

臨
済
宗
大
本
山
大
徳
寺
管
長
導
師
の

も
と
に
六
〇
名
近
く
の
僧
侶
が
器
楽

々
奏
で
る
中
を
三
〇
名
〔
稚
9
天
童

行
列
と
と
も
に
一
日
正
午
、
寺
町
円

立
寺
を
出
発
、
石
ド
ウ
ロ
、
三
番
を

経
て
六
間
ま
で
、
に
ぎ
わ
し
く
お
練

が
続
ぷ
、
六
間
に
計
け
ら
れ
た
お
旅

所
前
で
壮
厳
に
営
ま
れ
ま
L
だ
。

　

（
六
間
通
り
を
行
く
天
童
行
列
）

八
二
名
の
物
故
職
員
慰
霊
祭

　

地
方
自
治
関
係
物
故
者
慰
霊
祭
は

六
月
三
〇
日
午
前
九
時
か
ら
。
寺
町

円
立
㈲
に
お
い
て
厳
修
さ
れ
ま
し
た

明
窓
二
三
年
町
村
制
施
行
ト
ら
い
在

職
中
に
死
没
さ
れ
ま
し
た
八
二
名
の

霊
を
慰
め
ま
し
た
。

j
祭

霊慰の者故物ぐ

天
然
色
で
見
る
市
勢
展

　

市
制
以
来
五
年
目
を
む
か
え
た
市

の
情
況
を
色
彩
も
あ
ざ
や
か
な
グ
ラ

フ
（
大
用
紙
）
三
〇
枚
と
写
真
四
ッ

切
一
四
〇
枚
に
表
わ
し
、
七
月
一
日

有
終
中
学
校
講
堂
、
同
二
日
有
終
溺

小
学
校
で
市
勢
展
を
開
き
ま
し
た
。

（
市
勢
展
に
集
っ
た
学
童
た
ち
）

豆
柔
道
家
た
ち
の
試
合

　

豆
柔
一
迫
家
約
五
〇
名
の
肉
卯
相
う

つ
柔
道
大
会
は
、
一
位
有
終
中
学
校

二
位
ト
庄
中
学
校
、
三
位
上
山
中
学

校
に
決
り
ま
し
た
。

は
り
き
る
豆
剣
士

　

奉
納
武
道
大
会
剣
道
の
部
、
個
人

一
位
川
瀬
喜
弘
（
有
終
中
）
二
位

小
林
旭
（
有
終
中
）
三
位
松
田
宏

治
（
F
庄
中
）
の
諸
君

エイ、ヤツとかけ声勇ましく豆剣士（左）と豆柔道家たち（右）

紅
白
対
抗
の
ど
自
慢

　

紅
白
対
抗
歌
合
戦
は
七
月
三
日
夜

有
終
西
小
講
堂
で
行
わ
れ
、
一
位

下
庄
チ
ー
ム
、
二
位
大
野
交
通

三
位
上
庄
、
阪
谷
両
チ
ー
ム



六
間
、
街
路
燈
取
付
工
事
完
成

　

七
ダ
ン
な
街
灯
四
二
基
が
チ
ド
リ

型
に
建
て
ら
れ
、
新
し
く
植
え
た
ア

カ
シ
ヤ
の
緑
に
は
え
て
美
し
い
六
間

通
り
に
変
り
ま
し
た
。

（
夢
を
呼
ぶ
六
間
通
り
夜
景
）

遣族年金

早
く
手
続
を

新
た
に
も
ら
え
る
方

今
年
、
遺
族
授
護
法
の
一

部
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
伴
い
遺
族
年
金
の
改
定

か
お
り
ま
す
か
ら
、
次
に
あ
て
は
ま

る
方
は
早
い
う
ち
に
民
生
課
で
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
新
た
に
遺
族
年
金
を
受
け
る
よ

　

う
に
な
る
方
（
父
母
で
昭
和
二
十

　

七
年
四
月
一
日
以
降
六
十
歳
に
な

　

っ
た
方
）

二
、
こ
れ
ま
で
年
金
を
受
け
て
い
た

　

方
で
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
場

　

合
（
子
が
十
八
歳
に
達
し
た
場
合

　

ま
た
は
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が

　

死
ん
だ
場
合
）

三
、
年
金
を
受
け
て
い
た
者
が
、
住

　

所
や
氏
名
に
変
更
の
あ
っ
た
場
合

四
、
先
順
位
者
が
年
金
の
支
給
停
止

　

を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
年
金

　

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場

　

合
、

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
民
生
課
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

E－5；聖1窮ll

好
天
に
恵
ま
れ
立
派
な

田
圃
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
青
田
ほ
め
の
7
・
フ

作
り
に
な
り
終
ら
な
い

た
め
に
は
最
後
の
締
め

く
く
り
が
大
切
で
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
こ
の
月
の
管
理
は
極
め
て
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〔
水
管
理
〕
今
年
は
温
度
が
高
く

て
土
の
中
の
有
機
物
の
分
解
が
1
激

に
行
わ
れ
、
酸
屎
不
足
や
有
毒
ガ
ス

の
発
生
で
根
が
傷
め
ら
れ
る
結
果
、

根
腐
れ
、
赤
枯
、
胡
麻
葉
枯
病
の
発

生
が
多
く
、
水
持
の
悪
い
田
以
外
は

浅
水
或
は
間
断
排
水
（
二
、
三
日
毎

に
排
水
、
た
ん
水
を
繰
返
す
）
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

幼
穂
形
成
期
に
は
い
っ
た
乾
田
地

帯
で
は
十
分
か
ん
水
し
ま
す
が
湿
田

で
は
間
断
排
水
を
繰
返
す
万
が
よ
い

で
し
ょ
う
。

〔
除
草
剤
の
使
用
〕
有
効
茎
を
確

保
し
て
か
ら
幼
穂
形
成
期
へ
は
い
る

前
ま
で
に
使
い
ま
す
。
時
期
を
誤
る

と
薬
害
が
出
て
か
え
つ
て
減
収
の
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

〔
作
見
会
の
実
施
〕
追
肥
、
穂
肥

ケ
イ
酸
石
灰
の
施
用
、
ニ
●
四
D
の

使
用
な
ど
は
そ
の
適
期
を
見
極
め
る

こ
と
が
か
な
り
む
っ
か
し
い
の
で
必

ず
1
及
員
ら
と
、
相
談
し
て
作
見
を

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

〔
病
虫
害
〕
七
月
は
病
害
虫
の
発

生
が
多
種
多
様
に
わ
た
る
の
で
、
病

虫
害
防
除
推
進
員
や
1
及
員
、
営
農

指
導
員
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
適
確

な
防
除
を
し
ま
し
よ
う
。

　

い
も
ち
は
穂
首
い
も
ち
を
重
点
に

出
穂
直
前
の
散
布
を
励
行
し
ま
し
よ

う
。
追
肥
の
過
ぎ
た
も
の
は
更
に
一

回
穂
揃
期
に
か
け
ま
す
。

　

紋
枯
病
は
葉
サ
ヤ
部
に
か
な
り
の

病
班
が
見
え
た
ら
田
の
水
を
落
し
て

モ
ン
ゼ
ツ
ト
剤
を
散
布
し
て
や
り
ま

す
。

〔
小
粒
菌
核
〕
こ
の
病
気
の
被
害

が
割
に
軽
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

倒
伏
し
た
稲
の
ほ
と
ん
ど
が
侵
さ
れ

て
い
ま
す
。
七
月
上
旬
と
中
旬
の
二

回
に
深
水
に
し
て
水
銀
粉
剤
を
株
も

と
目
掛
け
て
散
布
し
て
や
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
か
ら
ぱ
え
、
青
虫
、

つ
と
虫
、
う
ん
か
類
も
今
年
は
発
生

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
月
の
防
除
が
今
年
の
増
産
を

左
右
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
発
生
状
況
を
十
分

気
を
つ
け
て
、
適
期
に
適
確
な
防
除

を
ぜ
ひ
実
行
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す

〔
果
菜
類
〕
キ
ウ
ジ
、
ナ
ス
、
ト

マ
ト
、
フ
イ
カ
な
ど
の
夏
野
菜
類
は

旱
ぱ
っ
と
高
温
の
た
め
衰
弱
し
、
収

量
、
品
質
共
に
低
下
し
易
い
で
す
か

ら
、
か
ん
水
、
追
肥
、
敷
ワ
ー
フ
、
薬

剤
散
布
な
ど
管
理
を
懇
切
て
い
ね
い

に
行
っ
て
や
り
室
し
よ
う
。

〔
夏
ま
き
カ
ン
ラ
ン
〕
今
月
下
旬

が
は
種
適
期
で
す
か
ら
か
ん
水
と
害

虫
の
防
除
を
完
全
に
行
う
こ
と
が
特

に
大
切
で
す
。

夜のみどり公園

粋な街路灯に灯がともるこ

ろ、明日の力を養うために

涼を求めて集る人々もとみ

に増えています。（施設は

休けい所1、泉水1、水飲場

1、プラン＝＝11、鉄棒1、ヌ、ベ

ジ台1、便所1、で往路樹プ

ラタナス20本の植付など）

年額1，000円

耕
う
ん
機
に
は
軽
自
動
車
税

従
来
耕
う
ん
機
は
償
却
資
産

　

（
農
機
具
）
と
し
て
取
扱
わ

れ
て
き
た
の
で
す
が
、
今
度

税
法
の
改
正
で
償
却
資
産
と

し
て
の
取
扱
い
を
せ
ず
軽
目

動
車
と
し
て
課
税
す
る
よ
う

に
な
り
室
し
た
。

　

こ
れ
は
耕
う
ん
機
を
持
つ
農
家
の

皆
様
に
は
大
変
有
利
な
改
正
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
償
却
資
産
（
農
具
）

の
合
計
額
が
十
万
円
に
満
た
な
い
場

合
は
地
方
税
法
の
規
定
で
は
免
税
に

な
る
の
で
す
。

　

1
通
農
家
の
持
っ
て
い
る
償
却
資

産
（
農
其
）
は
全
部
合
せ
て
も
、
大

体
十
万
円
以
下
と
み
な
さ
れ
る
の
で

こ
れ
に
対
し
て
は
税
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
こ
の
高
価
な
耕
う

ん
機
を
改
正
前
の
償
却
資
産
と
し
ま

す
と
当
然
十
万
円
を
越
え
る
こ
と
は

明
か
で
す
。
い
ま
仮
に
耕
う
ん
機
を

一
台
十
五
万
円
、
農
具
を
五
万
円
と

す
る
と
、
そ
の
税
金
は
年
に
二
千
八

百
円
納
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
と
こ

ろ
が
今
度
の
改
正
で
は
千
円
で
す
む

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
次
に
二
、
三
の
方
か
ら
質
問

を
受
け
た
こ
と
で
す
が
耕
う
ん
機
を

軽
目
動
車
と
し
て
税
金
を
取
立
て
る

こ
と
は
不
合
理
だ
と
言
う
こ
と
で
す

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
耕
う
ん
機
が
軽

自
動
車
の
仲
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
法
規
で
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
道
路
運
送
車
両
法
の
第
三
粂

自
動
車
の
種
類
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

軽
自
動
車
が
あ
っ
て
同
法
施
行
規
則

の
三
条
に

　

最
高
速
度
毎
時
十
五
キ
ロ
以
下
で

長
さ
が
四
・
七
メ
ー
ト
ル
以
下
、

幅
が
I
●
七
メ
ー
ト
ル
以
下
、
高

さ
が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
原
動

機
の
大
き
さ
が
排
気
量
一
●
五
リ

ッ
ト
ル
以
下
、
定
額
出
力
七
●
五

キ
ロ
フ
ッ
Λ

業
用
自
動
車

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
耕
う

ん
機
は
軽
自
動
車
と
し
て
取
扱
う
べ

き
で
あ
り
、
償
却
資
産
と
し
て
扱
う

べ
き
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
税
金
は
ど
う
か
と
い
う

に
、
地
方
税
法
に
お
い
て
自
動
車
に

は
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
に
は
軽
自

動
車
税
が
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
（
第
百
四
十
五
条
及
び

第
四
百
四
十
二
条
）
以
上
述
べ
た
こ

と
で
耕
う
ん
機
は
軽
自
動
車
の
取
扱

い
を
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
軽
自
動
車

に
は
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま

た
こ
の
改
正
で
耕
う
ん
機
を
持
つ
方

は
非
常
に
有
利
な
条
件
に
な
っ
た
こ

と
が
お
わ
か
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す

　

も
し
不
審
に
思
い
、
ま
だ
税
金
の

納
め
て
い
な
い
方
か
お
り
ま
し
た
ら

延
滞
金
や
加
算
金
の
か
さ
ま
な
い
う

ち
に
早
く
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

牛
、
馬
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

昭
和
三
十
二
年
十
月
に
県
は
畜
産

奨
励
の
目
的
で

畜
籍
条
令
を
作

り
玄
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
牛

馬
の
移
動
の
場

合
、
ま
た
は
出

生
の
と
き
に
市

役
所
玄
た
は
、

各
出
張
所
へ
屈

出
て
畜
籍
簿
に

登
録
1
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

壽漸茅

　　　　　

＿＿＿

絆いは文通公社・日本篆行会てこ相U下れ・，

※
こ
の
一
票
自
分
が
市
政
を
す
る
心

※
よ
く
見
て
よ
く
聞
き
よ
く
選
べ

※
夫
婦
親
子
も
選
挙
は
他
人



包保相談室

⑩

健
康
優
良
家
庭
の
表
彰

　

T
子
健
康
優
良
家
庭
の
表
彰
は

　

い
っ
行
わ
れ
ま
す
か
。

　

（
答
）
市
制
五
周
年
記
念
祭
映
画
大

会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
7
し
た
。
た
だ

し
大
野
地
区
は
別
に
計
画
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

T
子
ど
ん
な
方
が
健
康
優
良
家

　

庭
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
す
か
。

　

（
答
）
昭
和
三
十
二
年
度
中
（
四
月

か
ら
本
年
三
月
ま
で
）
に
国
民
健
康

保
険
で
一
回
も
か
か
っ
た
こ
と
が
な

く
、
然
も
保
険
税
を
納
期
限
に
完
納

し
た
家
庭
に
対
し
て
記
念
品
を
贈
り

表
彰
し
ま
す
。
な
お
表
彰
さ
れ
た
数

は
次
の
通
り
で
す
。

下
庄
地
区
二
十
一
名
、
小
山
地
区

九
名
、
上
庄
地
区
一
〇
名
、
阪
谷

地
区
十
じ
名
、
富
田
地
区
十
三
名

乾
側
地
区
八
名
、
五
箇
地
区
四
名

大
野
地
区
一
九
一
名

メ
ー
ト
ル
法
に

慣
れ
ま
し
よ
う

メ
ー
ト
ル
法
実
施
期
間
は
昭
和
三

十
四
年
一
月
一
日
か
ら
で
す
。

　

物
を
買
う
と
き
で
も
売
る
と
き
で

も
、
或
い
は
書
類
を
書
く
と
き
で
も

メ
ー
ト
ル
法
を
実
施
し
な
い
と
五
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
は
、
物

を
買
う
と
き
、
米
は
「
キ
ロ
グ
ラ
ム

」
パ
ン
は
「
斤
」
肉
や
野
菜
は
「
匁

」
バ
タ
ー
は
「
ポ
ン
ド
」
醤
油
は
「

リ
ッ
ト
ル
」
酒
は
「
升
」
洋
酒
は
「

C
C
」
洋
服
地
は
「
ヤ
ー
ル
」
な
ど

こ
れ
ま
で
実
に
複
雑
を
極
め
て
い
玄

す
が
、
早
く
メ
ー
ト
ル
法
に
な
れ
る

よ
う
心
が
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

廃
品
回
収
で

不
自
由
児
を
慰
問

　

現
在
、
県
内
に
二
、
〇
〇
〇
名
の

肢
体
不
自
由
児
が
お
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
と
く
に
重
症
で
一
歩
も
戸
外

に
出
ら
れ
な
い
気
の
毒
な
児
童
が
四

〇
〇
名
も
い
ま
す
。
こ
ん
ど
、
こ
の

不
自
由
な
児
童
を
も
っ
母
親
た
ち
が

集
っ
て
、
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
同
情

を
願
い
、
募
金
運
動
を
起
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
健
康
な
人
が
集
っ
て

廃
品
の
回
収
を
行
い
、
こ
れ
を
募
金

に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
近
く
市
婦
人
会
、
未
亡
人
会
、

肢
体
不
自
由
児
母
の
会
な
ど
の
方
々

が
、
皆
さ
ん
の
宅
へ
お
願
い
に
行
く

こ
と
に
な
っ
て
い
玄
す
か
ら
、
こ
の

趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
っ
て
、
こ
の

事
業
の
成
果
が
あ
が
る
よ
う
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

居
眠
運
転
は
危
険

一
、
運
転
す
る
前
に
は
十
分
休
養
を

　

と
り
、
も
し
運
転
中
に
ね
む
け
を

　

催
し
て
き
た
ら
、
車
か
ら
降
り
て

　

気
分
転
換
を
す
る
か
、
交
通
の
妨

　

げ
に
な
ら
な
い
涼
し
い
所
を
選
ん

　

で
休
憩
す
る
か
ま
た
は
仮
眠
す
る

　

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

二
、
歩
行
者
も
同
じ
よ
う
に
夏
は
疲

　

れ
安
く
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が

　

ち
な
の
で
、
不
用
意
に
自
動
車
の

　

前
や
後
を
横
切
っ
て
ひ
か
れ
な
い

　

よ
う
注
意
し
ま
し
よ
う
。

三
、
海
水
浴
な
ど
へ
行
く
と
き
ト
ラ

　

ツ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
は
違
反
と

　

な
り
、
そ
の
荷
台
に
乗
っ
て
い
て

　

大
事
故
を
起
す
こ
と
が
多
い
の
で

　

こ
の
よ
う
な
危
険
な
行
為
も
止
め

　

ま
し
よ
う
。

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

　

大
野
丸
で
え
ぞ
地
の
開
拓

大野丸は、安政四年（1857）幕府の許

可を得、同五年六月に竣工した長さ十

八間、幅四間の洋型帆船であります。

この藩船は、元治元年（1864）八月、

根室沖で難破するまで七年間、敦賀、

大阪、江戸とえぞ地（北海道、樺太）

の間を数十回往復し、えぞ地の開拓に

大きな役割を果しました。

婦

人
のメ

モ

△
漂
白
剤
と
螢
光
染
剤
の
使
い
方

　

漂
白
剤
は
色
抜
き
剤
で
す
か
ら

洗
っ
て
も
よ
く
落
ち
な
い
布
地
の

色
抜
き
に
使
う
と
よ
い
の
で
、
色

物
、
柄
物
に
は
う
っ
か
り
使
え
ま

せ
ん
。
螢
光
剤
は
紫

外
線
を
利
用
し
た
染

料
で
す
か
ら
、
色
物

や
白
シ
ャ
ツ
な
ど
の

仕
上
げ
に
利
用
す
れ
ば
色
が
さ
え

ま
す
。

△
コ
ッ
プ
の
曇
り
と
に
お
い
取
り

　

ユ
ッ
プ
を
洗
う
に
は
塩
一
つ
ま

み
で
軽
く
み
が
い
て
洗
う
と
、
手

早
く
曇
り
が
と
れ
て
に
お
い
が
残

り
ま
せ
ん
。

△
行
水
用
の
水
た
ら
い
に
水
を

は
つ
て
、
ひ
な
た
に
お
き
、
透
明

な
ど
｝
一
I
ル
風
呂
敷
を
ふ
た
が
わ

り
に
か
ぶ
せ
て
お
き
ま
す
と
ほ
こ

り
が
入
ら
ず
、
水
温

が
早
く
上
昇
し
て
、

行
水
用
の
水
に
な
り

ま
す

△
折
れ
た
ク
レ
オ
ン
折
れ
た
ク

レ
オ
ン
は
ロ
ー
ソ
ク
の
火
で
と
か

し
。
二
本
つ
ぎ
合
せ
ま
す
と
よ
く

く
つ
つ
き
ま
す
。
上
下
色
が
ち
が

う
の
も
小
さ
な
子
供
は
喜
ぶ
で
1

よ
”
ノ
。

唇；磁諏嗅ぼ・iel

中
野
区
御
東
屋
の
大
繁
昌
と

　
　

大
野
町
商
人
の
不
景
気

　

今
か
ら
百
七
、
八
十
年
前
、
中
野

区
の
勝
山
街
道
筋
に
、
御
東
屋
と
称

す
る
大
き
な
商
人
が
あ
り
ま
し
た
。

商
売
上
手
で
年
一
年
と
繁
栄
し
、
天

保
時
代
に
は
、
大
野
町
、

大
野
地
方
は
い
う
に
お
よ

ぱ
ず
穴
馬
、
西
谷
、
羽
生

方
面
や
勝
山
方
面
か
ら
も

盛
ん
に
買
物
客
が
つ
め
か

け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

越
前
で
も
指
お
り
の
大
商

人
と
い
わ
札
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
城
下
町
大
野
の
商
人
は

御
東
屋
の
た
め
全
く
商
売
が
き
か
ぬ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
に
は
倒
産

す
る
も
の
も
ぽ
つ
ぼ
っ
で
き
て
来
ま

し
た
。

　

こ
と
に
天
保
五
年
（
西
暦
一
八
三

四
年
）
六
年
、
七
年
の
大
凶
作
以
来

大
不
足
気
と
な
り
、
町
の
商
人
は
何

も
売
れ
ぬ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
御
東
屋
だ
け
は
不
景
気
知
ら
ず
の

大
繁
昌
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
の
商
人
ど
も
は
相
談
を

し
、
町
方
庄
屋
十
一
人
に
御
東
屋
の

商
売
禁
止
方
を
町
奉
行
に
歎
願
す
る

よ
う
頼
み
ま
L
だ
。
そ
の
理
由
は
。

　

商
売
は
御
城
下
以
外
で
は
禁
止
す

る
よ
う
度
々
布
令
が
出
て
い
る
に
貳

か
か
わ
ら
ず
、
御
東
屋
は
勝
手
に
開

店
し
て
い
ま
す
。
違
法
で
あ
る
か
ら

御
布
令
の
通
り
差
止
め
て
も
ら
い
た

い
。
若
し
商
売
を
す
る
の
な
ら
ば
、

城
下
町
に
来
て
営
業
せ
よ
と
い
う
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
十
一
人
の
庄

屋
は
。
も
っ
と
も
で
あ
る
と
い
う
の

で
歎
願
書
を
出
し
ま
し
た
。
歎
願
1

の
一
部
分
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、

中
野
村
に
於
て
御
東
屋
と
号
す
る

店
方
手
広
く
諸
商
い
仕
候
者
御
座

候
に
付
、
右
近
在
は
申
す
に
及
ば

ず
穴
馬
、
羽
生
筋
並
に
他
所
物
類

ま
で
買
集
め
売
買
仕
侯
故
、
お
の

ず
か
ら
諸
色
相
場
相
狂
い
申
す
に

つ
き
甚
だ
難
儀
仕
り
町
方
商
人
一

同
迷
惑
至
極
に
御
座
候
。
元
来
在

方
は
大
小
に
限
ら
ず
作
配
（
田
畑

耕
作
）
に
て
業
い
（
生
活
）
出
来
申

す
べ
き
筈
に
侯
。
町
方
は
諸
商
売

専
に
て
、
渡
世
仕
侯
よ
り
外
御
座

な
く
候
え
ぱ
、
何
卒
御
慈
悲
の
御

勘
考
を
以
て
右
御
東
屋
商
売
指
留

下
さ
れ
度
、
若
し
諸
商
い
仕
度
望

ま
れ
侯
わ
ば
町
並
へ
住
居
仕
る
べ

き
よ
う
仰
付
ら
れ
、
向
後
御
城
下

町
以
外
に
て
は
店
売
買
は
申
す
に

及
ば
ず
出
商
（
行
商
）
等
に
至
る

ま
で
一
切
御
差
留
奉
願
上
侯
云
々

　

天
保
十
三
年
寅
七
月

　
　
　
　

大
野
町
総
庄
屋
⑩

御
奉
行
様

　
　
　
　
　
　

（
大
野
町
年
寄
用
留
）

と
こ
ろ
が
御
東
屋
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
外
の
在
方
に
も
商
売
を
や
っ
て

い
る
も
の
が
出
来
て
来
ま
し
た
。

　

商
業
の
保
護
制
度
が
漸
次
崩
れ
て

自
由
制
度
の
世
の
中
に
変
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
奉
行
の
権
力
を
以
て
し
て

も
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き

ぬ
よ
う
に
な
り
玄
し
た
。
た
だ
御
冥

加
（
税
金
）
を
沢
山
と
っ
て
商
売
を

圧
迫
す
る
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
御
東
屋
も
御
冥
加
を
沢
山

取
ら
れ
る
の
で
、
一
時
の
よ
う
に
商

売
の
発
展
が
で
き
ぬ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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大
野
市
の
「
財
政
事
情
」
を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

」
、
前
年
度
の
決
算
概
要

　

昭
和
三
十
二
年
度
大
野
市
の
一
般

会
計
な
ら
び
に
各
特
別
会
計
の
収
支

決
算
は
五
月
末
の
出
納
閉
鎖
に
お
い

て
大
体
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

同
年
度
一
般
会
計
の
収
支
不
足
額

は
I
、
七
五
〇
万
円
と
な
り
玄
し
た

　

こ
れ
は
昭
和
三
十
三
年
度
歳
入
よ

り
繰
上
充
用
す
る
こ
と
x
し
、
同
三

十
三
年
度
歳
出
の
中
に
は
繰
越
事
業

費
七
二
万
八
千
円
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

同
三
十
一
年
度
収
支
不
足
額
は
三

〇
、
＝
二
万
五
千
円
で
、
昭
和
三
十
二

年
度
に
お
い
て
I
、
二
八
一
万
五
千

円
を
赤
字
償
還
に
充
て
た
こ
と
と
な

り
、
こ
れ
が
単
年
度
の
黒
字
と
も
な

る
訳
で
す
。

　

合
併
当
時
の
赤
字
三
、
八
二
七
万

一
千
円
か
ら
三
ヵ
年
間
に
二
〇
、
七

七
一
千
円
を
解
消
し
昭
和
三
十
一
年

度
に
立
て
た
自
主
財
政
再
建
五
ヵ
年

計
画
を
忠
実
に
実
行
し
て
お
り
ま
す

　

次
に
特
別
会
計
の
決
算
の
内
容
で

す
が
、
昭
和
三
十
一
年
度
の
七
地
域

の
国
保
会
計
は
三
、
三
九
四
千
円
の

赤
字
を
生
じ
た
の
で
三
十
二
年
度
か

ら
田
民
健
康
保
険
条
例
の
統
一
改
正

そ
の
他
社
会
保
険
お
よ
び
一
部
負
担

な
ど
を
根
本
的
に
改
正
を
行
い
、
な

お
国
保
会
計
に
徴
収
職
員
を
配
置
し

て
徴
収
強
化
に
鋭
意
努
力

し
た
結
果
、
昭
和
三
十
二

年
度
で
赤
字
三
〇
万
六
千

円
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
再
開
後
の
大
野
地

祓
の
国
保
会
計
は
、
保
険

者
各
位
の
御
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
円
淆
な
運
営
が

で
き
、
六
八
万
七
千
円
の

繰
越
金
が
で
き
ま
1
た
。

　

ま
た
診
療
所
会
計
で
は

富
田
、
五
箇
と
も
に
黒
字

を
生
じ
両
診
療
所
合
せ
て

一
四
万
円
。
水
道
会
計
に

お
い
て
も
工
事
も
順
調
な

る
進
捗
に
よ
り
約
五
千
円

と
そ
れ
ぐ
繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
各
会
計
別
に
つ
い
て
概
要

を
冰
ぺ
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、
お
お
む
ね
独
立
採
算
制
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
圧
迫

を
加
え
ら
れ
て
い
た
一
般
会
計
も
よ

う
や
く
苦
境
の
誠
を
脱

し
大
野
市
の
基
盤
が
着

々
確
立
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
全
市
民
の
深

い
御
理
解
と
御
協
力
が

得
ら
れ
た
も
の
で
、
今

後
計
画
さ
れ
る
事
業
の

完
遂
に
な
お
I
㈹
の
協

力
を
御
願
す
る
し
だ
い

で
あ
り
ま
す
。

二
、
本
年
度
の

市
財
政
運
営

方
針

　

本
年
は
新
市
発
足
い

ら
い
五
周
年
を
迎
え
る

事
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
合
併

当
時
の
赤
字
の
償
還
を
す
る
か
た
わ

ら
、
消
費
的
経
費
の
節
約
に
よ
り
、

こ
れ
を
建
設
事
業
に
充
て
る
よ
う
努

め
、
諸
事
業
の
完
成
に
当
つ
て
き
ま

し
た
。

　

な
お
ま
た
本
年
度
で
は
新
市
町
村

建
設
計
画
を
立
て
、
長
期
に
わ
た
る

投
資
的
事
業
を
予
算
内
容
に
含
め
、

　
　
　
　
　
　
　

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

昭和32年産一般会計歳入歳出追加予算

昭和32年度予篁一般会計決算見込額調

歳入

欺別 予算額 収入済額 予算対比　　％収入額比　　％

市狛 1ろ9．065．0001ろ8．822．477 99．8 46．2

地方交付税 ろ6，700，000 ろ8，889，000 106．0 12．9

公営企架
及財産収入

29，617，000 28，886，0ろ4 97．5 9．6

使用料及手数料 2，ろ70，700 2，512．756 1060 0．8

国庫支出金 ろ5，ろ25，700ろ4，689，944 98．2 11．5

県支出金 12，518，850 11，40ろ，9ろ2 91j 5．8

審附金 17．261，610 9，044，519 524 ろ．U

被収入 51，264，940 29，044，157 567 9．7

市債 20，ろ00，000　7，500，000

一一－－－⌒－－－

ろ6．9

⌒－－

　2．5

J⌒⌒
合計 5∠HA26，mU 6uu，／vz，≪iy 6／、こ） lUUU

歳 出

欺別 予算額 支出済額 予算対比　　％支出額比　％

塵会費 4，ろ17，900 4．265．（＾67 988 1．ろ
　　　　Zf42．ろ5ろ．87ろ｜ 98．5 1ろ．ろ市役所費｜ 42，992，600
　　　　ff11，587，148 96．5 ろ．7消防費 12，002，ろ00

＋太昔 51．874，900 ろ9，5ろ5≫961 76．2 12．4

教育費 41，1ろ2，000ろ9，712，772 96．5 125

M・必乃励嶮施設費 26．851．200 26，ろ88．658 98．5 8．5
●－〃－3／’－／－f●＝‾〃・〃S皐－’’～〃　　　保健衛生費

7，420，400 6，811，602 918 2．1

産業経済毀 59，126，800 5ろ，851，780 91．D 16．9

財産費 ろ，505，ろ00 5，411，955　

－－－

97．4

一一－

1．j

八J

統計調査費 575，000 Zlb，／yt） t）Λ。t） U．｜

蚕挙費 206，600 110，846 5ろ．／ 〃

－公債費 129，4ろ4．50〔］ 26，647，8∠1ろ 90．5 8．4

諸支出金
164，ろろ6，ろ〔〕〔］ 6ろ，418，959 98．6 19．9

陽備費 1850，000 －

合計　　　　
－

ろ44，42ろ，80〔］ろ18，292，819 92．4 100．0

富田診療所

歳入

項目 予算額 決算額 予算残

1恥辱収入 1．556．500 1．50ろ，1955ろ，ろ05
　　　rχ／／J●W2使用料及手数料 8．000 10，500△2，500

5縁絨命 50．600 50．572 26　　　＿＿

4拉吋大 ろ．000 4．477△1，477
　　　　l●゛゛W5μ必収入 ろ0，000 ろ0，G00 0
　　　fゝJ・－－J6総入金 500，000 46ろ，000 ろ7．000

脅計 2，148，100 2，061，744 86，ろ56

歳出

項目 予算額 決算額 予算残

1楡討勿 2．120．900 2．010．8ろ6110，064
　゛／JS・・・ベヘ・－－2諸支出金

27．200 27，19ろ 7

ろ予備費 0 0 0

合計 2，148，100 2，0ろ8，029110，071

歳入歳出差引腰高2ろ，715円原材料費未払ろ8、598円

五箇診療所

歳入

項目 予算額 決算額 予算残

1諦痕収入 151．700 2ろ8，447△86，747

2節用料及手数料 1，200 0 1，200
　　4－●●R猫入を

ろ00．000 ろ00．000 0

4苔殴入 1．200 2，7ろ9△1，5ろ9

5寄附金 40，000 40，000　　0

－－・

合計 494，100 561，186△8／，Uとj6

歳出

項目 予算額 決算額 予算残

1隻附曹 480．100 454．878 25．222
・・－－ヽ－－ワ涜方川＆

ln．∩16 9．886 1ろ（〕
－Hi－4ハ←4－l－a一一ろ予備費

5，984
f　　　　0 ろ．984

合計 494，100 4詞，ア64 29，ろろ6

歳入歳出差引残高116，422円

昭和32年度国民健康保瞼
歳入歳出決算額



昭和32年度起債認可状況（単位予円j〉

区分 起債事県名
起債認可額 摘要

政府資金 公募債 計

（1）一般会計 7．500 － 7．500

（ィ）公共事業
公営住宅建設事業都市計画整備事業1，500

1，000 一一
1，500
1．000

中津川
六聞補装負担金

（ロ）単独事業逗禁新設改良事業 5，000 四 5，000
　竜仙橋　　　ろ，000千円｜

蕨生下荒井線　　　2，000千円
（2）特別会計 4，100 四 4．100
（ィ）公共事業 肌易水道事業 4．100 ・－－ 4，100 木の本簡易水道

合計 11，600 － 11，600

昭和32年度一時借入金別現在高

借入先 ろ2雁4月 5月 6月 10月 12月 ろろ年2月 ろ月

大蔵省 10，000 ろ，000 ろ，000
郵政省 5，000 15．000 15．000 15．000 20，000 ろ．500
福井銀行 20，400 10，000

市町村恩給痘合 ろ，600 ろ．600 6，600 6，600 6，600 6，600 ろ，000
県咆方諜 ろ．000 ろ．000 ろ．000

計 2？．000 28，600 21．600 24．600 ろ9．600 12，600 9，5〔〕0

ろ1年との比較 ろ8，000 29，500 ろ7，500 21，000 57，000 ろ1，000 ろ1，600

昭
和
3
2
年
度
特
別
会
計
簡
易
水
道
事
業
決
算
見
込
額

歳入

欲別 予算額 収入済額

1国庫補助金 1．957．000 1．957．000
2繰入金 4．116．800 2，009，000
ろ市債 2，000，000 4，100，000
4雑収入 200 18〔〕

合計 8，074，，000 8，066，18〔〕

歳出

欲別 予算額 支出済額

1簡易水道事業費 8，0ろ5，000 8，025，160

2公債費 ろ9，000 ろ6，ろ60

合計 8，074，000 8．061，520

市價現在高

　

（
前
頁
よ
り
っ
づ
く
）

自
主
財
政
再
建
計
画
と
併
行
1
て
予

算
執
行
に
当
り
、
国
の
地
方
行
財
政

施
策
に
そ
う
だ
市
の
財
政
運
営
に
当

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
前
年
同
様

極
力
消
費
的
経
費
の
節
喊
を
図
り
、

新
市
町
村
建
設
計
画
に
基
い
て
投
資

的
経
費
に
充
て
、
健
全
積
極
財
政
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
国
の
施
策
で
は
、
従
来
の

よ
・
り
に
起
債
そ
の
他
、
事
業
施
行
上

必
要
な
特
定
財
源
が
十
分
い
れ
ら
れ

な
い
よ
う
制
限
さ
れ
、
事
業
施
行
に
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、
計
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達
成
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力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五箇診療所

歳入

予算頃日 当初予算額

診療収入 16〔〕，800

使用料及手数料 1．200
寄附金 120，000
繰入金 222，000
繰越金 1，000
輸収入 1，000
合計 506，000

歳出

予算項目 当初予算額

施設費 497．000
諸支出金 4．000
予励費 5．000
合計 506，000

昭和33年度大野市特別会計国保歳入歳出予算

七地域

歳入

予算項目 当初予算額 6月追加予算額 計

国保徴収金 28，998．000 0 28，998，000

使用料涯手数料 65．000 0 65．000
国庫支出金 Z，ろ05，000ろ06．600 7．611．600
県補助金 152．000 0 152．000
繰人金 2，400．000 0 2．400．000
繰越金 1．000 0 1．00Q
輸収人 141．000 0 141．000
合計 ろ9，062，000ろ06，600 ろ9，ろ68，600

歳出

予算頃日 当初予算額 6月追加予算額 計

市役所費 2．764．000 0 2．764．000
保険給付費 ろ4，824，000 0

　　　　ff54．824．000

保健施設費 ろろ7．500 0 ろろ7．500
趣旨普及費 97．000 0 97．000
公債費 184．200 0 184，200
諸支出金 686．400 ろ06，600 992．900
予備費 169．000 0 169．000
合計 ろ9，062，000ろ06，600 ろ9，ろ68，600

富田診療所

歳入

予算項目 当初予算額 6月追加予算額 計

診療枚入 1．940．ろ00 0 1．940．ろ00
使用料a手数料 5．000 0 5．000
繰越金 1，000 2ろ，600 24．600
雑牧人 ろ．000 0 ろ．000
合計 1，949，ろ002ろ．600 1，972，900

歳出

予算項目 当初予算額 6月追加予算額 計

施設費 1．91ろ，800 0 1．91ろ．800
諸支出金 25．500 2ろ，600 49．100
予備費 10，000 0 10，000
合計 1，949，ろ002ろ，600 1，972，900

昭和33年度一般会計現計額

昭和32年度市税徴収状況調

科目 予算現額（A）晟定済額（B）収入済額（C） Jニヒ率訃

1）市税 1ろ9．065，000147．21ろ，ろ051ろ8．822．477 94．ろ
1普通税 1ろ6．545，000144．129．095 1ろ6．171．667 94．5
市民税 4ろ．141．00044．24ろ，ろ5841．750．185 94．4
固定昏衛視 69，079．000 Zろ，807．52068．547．955 92．9
自転車荷車税 ろ．254．000 ろ．649．520 ろ．516．050 96．ろ
煙草消費税 9，870，000 10，485，ろ0010，485，ろ00 100j〕
電気ガフヽ税 10．800．000 11．1ろ2．04711．1ろ2，047 1000
鉱産税 1，000
木材引取税 400，000 81ろ，ろ50 740，1ろ0 91、．0

2目的税 2，520，000 ろ，084，210 2，650，810 85．9
都市計画税 2，5〔〕〔〕，000ろ．081．4ろ02，648．0ろ0 85．9
入湯税 20，000 2，780 2，780 1000

（煙阻消費税及び電気ガフヽ税含むで）入口一人当ろ，142円　　　　　　　　　　　　　　　　　一世帯当16，0ろ4円

大野地域

歳入

予算項目 当初予算額

国保徴収金 14．711．000

使用料及手数料 ろ6，000
国庫支出金 ろ，462，000
県補助金 66，500
繰入金 2，645，000
繰越金 1ろ，700
輪収入 57，500
合計 20、991，700

歳出

予算項目 当初予算額

市役所費 1，579，600

保険給付費 18，421，00〔〕

保健施設費 －

趣旨普及費 85，000
公債費 195，20〔｜
諸支出金 564，500
予備費 146，400
合計　　　

－
2C〕，991．700

健
全
財
政
で
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